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公開シンポジウム

FDネットワークの農儲と大学教育改革の方向性を筒う

iま己d'blこ

2010年世月 7日{火)、京都大学芝蘭会館にで、公開シンポジウム rFDネットワーク

の展開と大学教育改革の方向性を問う Jを開催しました。

大学の FDfと関わる状況は、ここ数年の問に大きく動いてきています。特に、 2007年度

に大学院が、 2008年度に大学をはじめとするその他の高等教育機関において、大学設置

基準によって FDが義務化されるということは、大学教育に大きなインパクトを及ぼしま

した。

しかし、この流れのなかで、大学群価などのために定裂的に行われる FD活動が顕在化

するということもあり、 2008年の中教審答申『学士課程教育の構築に向けて』には、「実

質的な FDJ という表現によって、その実現に向けてさまざまな試みへの期待が接号込ま

れました。

その一つが、大学問 FDネットワークであ号、実際に、 20的年 s月には「教育関係共同

利用拠点j に関わる規程が告示されました。それを受けて、 2010年 3月に第一次、 6月に

第二次の FDに関わる拠点認定が発表され、『教職員の組織的な研修等の実施機関j とし

て 7大学が動き始めています。その他にも、各地域で FDfζ関わる大学問ネットワークが

形成され、活動が進められています。

しかし、 FDネットワークはまだ動き始めたばかりであり、日ソース、内容ー方法、参

加大学の規模などの点で、それぞれ多様なロ〕カリティをもつなかで、多くの課題を抱え

ながら手探り状態で取哲組んできている段階にあります。

そこで、本シンポジウムでは、高等教育研究の第一人者の先生方をお招きし、 FDネッ

トワ}クの展開と大学教育改革の方向性についてご意見を伺い、それを踏まえたディス

カッションを通して、今後の FDネットワークのあ明方とわが国の大学教育の方向性を

探っていくことが企図された次第です。

まず、松本紘京都大学総長による関会挨拶の後、田中毎実京都大学高等教育研究開発推

進センター長による基調報告「相瓦研修型 FD共同利用拠点の仕事Jによって、共同利用

拠点の一つのチャレンジが紹介在れました。

それを踏まえて、パネル報告として、天野郁夫東京大学名誉教授、舘昭桜美林大学大学

院アドミエストレ}ション研究科長、羽問責史東北大学高等教育開発推進センタ}長、寺

i時昌男立教大学本部調査役、絹)11IE古新潟大学理事、小松親次郎文部科学省大臣官房審議

官の、 6~，の高等教育め索引者ともいうべき方々からど意見をいただきました。

さらに、基調幸監督者、パネル報告者が壇上に並んで、パネルディスカッション、および、

フロアも含めた質疑応答が行われました。

9月とは言え、記録的な猛暑の続く平日にも関わらず、関西地区内外から合計 135名の

参加者があり、終了後の情報交換会では、多くの参加者が一層の交流を深めつつ、盛会の



うちに終了いたしました。

本報告書の前半は、その公開シンポジウムの全記録です。その場の雰囲気が感じられる

と共に、多くの問題点が浮き彫りにされ、今後の方向性を改めて考える素材があちらこち

らにちりばめられていると思います。編集を担当させていただき、当日のその熱気を再び

思い返しながら、何度となく熟読玩味する価値のある内容であったと、登壇された諸先生

方に、ここに期して感謝の意を表しておきたいと思います。

その翌日の 9月 8日(水)には、半日をかけて、 FDネットワーク代表者会議(JFDN)

を、同場所芝蘭会館にて開催しました。北は北海道から、南は九州まで、全国 17の FD

ネットワークの代表の方にお集まりいただき、また、文科省から高橋治太朗文部科学省高

等教育局大学振興課大学改革推進室学務係長にもフルにご参加いただき、それぞれの活動

の現状と課題について報告し合いました。本報告書の後半部は、その際に、各 FDネット

ワークから報告いただいた発表資料をそのまま掲載させていただいたものです。

この発表資料集だけでも、なかなか壮観であり、それぞれが、それぞれのネットワーク

のローカリティ、あるいは、専門性において、さまざまな工夫がなされていることが見て

取れます。それらの工夫やチャレンジは、まさに、領域を超えて参考になったり、また、

お互いにさらに頑張っていこうというエネルギー交換にもつながるものと思います。

JFDNという相性で呼ばれているこの FDネットワーク代表者会議も、今後どのように

発展させていくか、まだまだ課題山積の段階ですが、こうした情報交流の揚を通して、何

か新たなものが大学教育にもたらされる可能性も小さくはないだろうと思います。

この報告書を是非ご一読され、日本の各所で、こうしたネットワークに少しでも多くの

方にご参画いただき、そうした新しい動きを大学教育のなかに作りだしていただけると

いったことがあれば、私ども京都大学高等教育研究開発推進センタースタッフ一同の望外

の喜びとするところであります。

この両日、いろいろと至らぬことも多々あったかと思いますが、そうした私どもの意気

に免じて、今後ともご支援とご指導をいただくことのできますようお願いして、報告書の

緒言としたいと思います。

20日年 2月 2日

京都大学高等教育研究開発推進センター

大塚雄作
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石川| 裕之(京都大学高等教育研究開発推進センター・特定助教)

本報告書の発刊にあたり、発表のテープ起し原稿・スライド等の掲載を許諾して頂くな

ど、多くの方々のご協力を賜りました。深く感謝申し上げます。
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